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1. はじめに 

島尻層泥岩斜面に、地すべり対策工として施工された

グラウンドアンカー(以下、アンカーと称す)の点検・リ

フトオフ試験事例を紹介する。当該アンカーは、2016年

に施工され経過観察を経て、2022年に点検・リフトオフ

試験を実施した。 

試験時に行った簡易点検において、アンカー頭部の緩

みが14箇所にみられ、緊張力がない状態であった。 

緩みがみられた箇所は、工程的都合で期間(1回目：1月、

2回目：2月)をおいて試験を実施したが、全箇所で前回み

られた緩みがなくなっており、すべてのアンカーで部材

が定着していた。試験値を比較するため、再度試験を実

施したところ、前回を上回る結果となった。 

本報告は、島尻層泥岩斜面において、アンカー頭部に

緩みがみられ、緊張力がない状態であったにもかかわら

ず、短期間のうちに緩みがなくなり、残存緊張力が確認

された点検・リフトオフ試験の事例を紹介する。 

 

2. 地形地質 

調査地は地すべり地帯にあり、周辺地形は丘陵地に属

する。調査地は多丘形凹状台地状地形となっており、微

細な凹凸地形が発達した緩斜面、かつ斜面上方から下方

へ勾配が緩やかになることから、地すべり・崩壊によっ

て形成された斜面と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 地質図1) 

地質は、固結度の低い新第三紀の島尻層泥岩を基盤と

し、表土は泥岩を起源とする粘性土が覆っている。部分

的に琉球石灰岩の岩礫が混入している。基盤である泥岩

は N値20未満を主体とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 現場における事象 

本調査は、工程的な都合から、2回に分けてリフトオフ

試験を実施した。 

1回目は、全体のアンカー配置を考慮するとともに、ロ

ードセルによる荷重履歴が把握されるアンカーで実施し

た。その結果、定着時よりは緊張力低下がみられたが、

設計アンカー力まで載荷することができ、アンカーとし

て機能していることを確認した。試験に合わせて、全ア

ンカー頭部の簡易目視点検を行い、アンカー頭部(キャッ

プ・ナット・角度調整台座)の緩みが96箇所中14箇所でみ

られた。そのため、翌月、緩みがある箇所でリフトオフ

試験を行うこととなった。 

 2回目の試験時に変状箇所をみると、キャップや角度調

整台座の緩みがなくなっていた。 

 そのため、前回リフトオフ試験を行った1箇所で、再度

試験を実施した結果、残存緊張力(Pe)が22kN から48kN に

増加していた。 

 

4. 考察 

調査において、みられた事象は以下のとおりである。 

① 簡易点検 

1回目(1月)：簡易点検でアンカー頭部の緩みを確認 
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写真-1 調査地全景(調査箇所) 

写真-2 斜面状況 写真-3 末端露頭 
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2回目(2月)：試験時には頭部の緩みなくなる 

② リフトオフ試験(同箇所) 

1回目(1月)：リフトオフ試験値 22kN 

 2回目(2月)：リフトオフ試験値 48kN (+26kN) 

 

簡易点検・リフトオフ試験は、1回目と2回目において、

実施条件が大きく異なる点があり、実施前1週間の降雨量

に大きな差があった。表-1より、降雨量の差は、1回目

7.5mm に対して、2回目110.5mm と約15倍であった。 

1回目は、表土が乾燥収縮状態にあり、2回目は湿潤膨

張状態であったと考えられる。 

 

表-1 点検・試験前の降雨量2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新城の研究3)によれば、泥岩は含水比20％以下になる

と、膨張量が著しく増大する傾向にある(図-2)。このこ

とは、乾燥状態から湿潤状態への膨張量が大きくなると

考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 初期含水比と膨張量の関係3) 

 

本現場の表土は泥岩を起源とする粘性土であり、泥岩

が乾湿の繰り返しを受け、スレーキングにより細粒化し

たものと考えられる。その粘性土における乾燥収縮・湿

潤膨張について、宮城・小宮の研究4)によると、泥岩粉砕

土の膨潤量が乾燥状態から3.1～9.7%という試験結果か

らも大きいと考えられる(表-2)。 

 

 

表-2 泥岩粉砕土の膨潤試験結果4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. おわりに 

本報文は、島尻層泥岩斜面上のアンカーをリフトオフ

試験したさいに得られた一事例である。 

一般にアンカー緊張力と気温・降雨量は相関関係にあ

ると考えられており、本件もその相関関係を表す事象だ

と思われる。しかし、点検時においてアンカー頭部の緩

み・締付けが行われるほどの変状があったことと、その

ことが降雨量と関係する可能性があることは、今後の点

検および維持管理計画の一助になると思われる。 

また、この事象が島尻層泥岩斜面の特性かどうか、今

後の点検業務において情報を収集していきたいと考え

る。 
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日付 日付
12/29 5.5 1/31 0.0
12/30 0.0 2/1 0.0
12/31 0.0 2/2 20.0
1/1 0.0 2/3 88.0
1/2 0.0 2/4 2.5
1/3 0.0 2/5 0.0
1/4 0.0 2/6 0.0
1/5 2.0 2/7 0.0

リフトオフ値：Pt=22kN リフトオフ値：Pt=48kN

合
計
7.5

合計
110.5

2回目(調査日：2/7)
日雨量

1回目(調査日：1/5)
日雨量

膨張量増大 


